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中学校自転車安全教室

～守ろう自転車のルール～

ご入学おめでとうございます
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今から４～５千年前の南関東最大級の縄文時代の大集落、国史跡下野谷遺跡を
ＶＲ ( バーチャルリアリティ ) で体験できるアプリが、スマートフォン・タブレッ
トにインストールできるようになりました。

現在、遺跡は地下に埋まっていて、遺跡や、縄文
時代のムラの様子を見ることはできません。しかし、
下野谷遺跡公園に出掛け、インストールしたアプリ
を開くと、目の前には現在地と連動した当時のした
のやムラの様子が広がります。竪穴住居が環の形に
並んでいる様子や、住居の中、ムラの近くにある森・

川を利用した人々の暮らしを見ることができます。また、鳥のように舞い上がり、
地上からでは見えないムラの全体や遠くの景色を見ることもできます。

ほかにも縄文クイズや、もっと知識を得たい人のための解説も満載。出土した
土器や石器を３ＤのＣＧで元の形に復元したものを３６０度回転して見ることも
できます。

市ホームページの「市公式アプリ」の「VR 下野
谷縄文ミュージアム」からインストール画面に移動
します。Google play、App Store のどちらからも無
料でインストールが可能です（通信費は自己負担）。

楽しみ方は自由自在！下野谷遺跡をもっと探究し
てみませんか。

◆社会教育課　０４２（４３８）４０７９

下野谷遺跡や、下野谷遺跡
の公式キャラクター『したの
やムラの「しーた」と「のー
や」』をイメージした商品が、
遺跡近くの東伏見・西武柳沢
駅周辺のお店から登場しま
した。

下野谷遺跡からも見つかっているクルミや小豆を
使った、かわいい「しーたパン」、「のーやパン」やクッ
キー、縄文時代の家をイメージしたマドレーヌ、木で
作ったスマホスピーカーや皮革によるコインケースな
ど、お店の方々の思いのこもったこだわりの商品と
なっています。各店舗にて販売しています。詳細は市
ホームページで紹介しています。

竪穴住居内

ムラの様子

下野谷遺跡の魅力を広げるアイテムが続々登場！
した の や

『ＶＲ下野谷縄文ミュージアム』のアプリ無料配信が始まりました！下野谷遺跡をイメージした商品ができました！

商品
木のスマホスピーカー（組み立てキット）

「しーたパン」、「のーやパン」

「しーた・のーや」コインケース

したのや遺跡マドレーヌ

したのやクッキー

Nishitokyo CRAFT BASE

パンステージ・マイ 東伏見店

手創りかばん工房 クラクフ

Biscuitta

石窯パン工房ウーノ

富士町 4-5-15

富士町 3-4-12

保谷町 3-10-16

保谷町 3-26-19

柳沢 6-4-3-105

店名 住所

公民館　答申が提出されました

市では防災行政無線を利用して児童の安全確認の呼びかけをしています。地域の防災対策へのご理解、ご協力をお願いいたします。

©T&K ／西東京市

生徒が交通事故の被害者や加害者にならないようにすることを
目指して、田無警察署の協力のもと、スタントマンを活用した自
転車安全教室を実施しています。

急な飛び出しや２人乗り、携帯電話を使用しながらの運転など、
誤った自転車の乗り方について、その危険性を理解するとともに、
事故の再現場面を実際に見ることにより、事故の要因などについ
て、具体的に考え、学びます。

スタントマンの迫真の演技により、
生徒たちはどれほど事故が恐ろしいの
かを実感します。

今年度は、ひばりが丘中学校、青嵐
中学校、柳沢中学校の３校で実施予定
です。

昨年度の様子

◆教育指導課　０４２（４３８）４０７５

４月６日（木）に市立小学
校で 1,690人、４月７日（金）
には市立中学校で 1,302人の
児童・生徒が晴れて入学式を
迎えました。

新入生は緊張しながらも、
これからの学校生活に希望を
膨らませている様子でした。

教育委員会では、学校、家庭、地域の皆さまと一体となって、
あらゆる場面で児童・生徒の健やかな成長を支援していきます。

◆教育企画課　０４２（４３８）４０７０

上級生から歌のプレゼント

平成28年３月、公民館運営審議会（以下公運審）に「西東京
市公民館の主催事業における市民との協働・市民参加のあり方
について」と題する諮問をしました。これを受けて公運審から
答申が提出されました。

答申は、「Ⅰ 諮問の背景」「Ⅱ 公民館主催事業について」 
「Ⅲ 市民企画事業について」及び「Ⅳ 公民館主催事業におけ
る市民との協働・市民参加のあり方について」の４章構成となっ
ています。

この答申を受けて、公民館では、利用者のみなさんと意見交
換しながら市民企画事業の見直しなどに取り組んでいきます。

答申は各公民館で配布しています。

◆公民館　０４２（４６４）８２１１


